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農 業 総 合 試 験 場  

果皮が赤く、酸味の少ないかんきつ「蒲郡１号」を開発しました 

○ 開発の背景 

温州みかんは１２月に出荷が集中することから、早期に出荷して市場で有利に販売で

きる愛知県オリジナルの品種開発が生産者から強く要望されてきました。 

園芸研究部常緑果樹グループでは、昭和６３年度から、ポピュラーな「宮川早生」に

はない特徴を持った新品種の開発に取り組み、このたび１１月中旬から出荷が可能で、

果皮色が赤く、皮がむきやすいかんきつ「蒲郡１号」を開発しました。 

  

○ 「蒲郡１号」の特徴 

かんきつ「蒲郡１号」は、極早生の温州みかん「千賀早生(宮川早生の枝変わり系統名）」

に、果皮が赤橙色の「ページ」を交配し、選抜して育成した早生のかんきつ品種です。 

 

温州みかん「宮川早生」に比較して、糖度は同程度ですが、クエン酸の減少が早いた

め、約２週間早い１１月中旬から出荷が可能です。 

果皮は鮮やかな赤橙色で、市場では他のみかんとの差別化ができる品種です。 

　「蒲郡1号」と「宮川早生」の果実品質の違い（平成21年）
1) 2 ) 3)

品種系統名 1果重 糖 クエン酸 着色歩合 浮皮度

（ｇ） （Bｒｉｘ） （％） （カラーチャート）

蒲郡１号 98.5 11.8 0.93 9.8 鮮赤橙 11.1 1.5

宮川早生 97.2 12.4 1.15 9.5 濃橙 8.9 0.5

1）着色歩合：無０～完全着色10

2）果皮色：数値が大きくなるほど赤みが強くなる。

3）浮皮度：０無、軽１、中２、甚３

果　皮　色

 

○ 普及に向けて 

「蒲郡１号」は、平成２２年１２月１４日に種苗法に基づく品種登録出願を行いまし

た。平成２３年春から東三河、知多地域などの産地で普及を図り、早ければ平成２７年

秋に店頭に並ぶ予定です。 

情 報 サ ロ ン 



地域トピックス 

尾張農林水産事務所 

養鶏農家で飼料米の利用が始まりました 

尾張農林水産事務所管内では、飼料の地産地消を求める養鶏農家と、水田利活用自給力

向上事業を活用する稲作農家とが連携して飼料米の利用を始めましたので、その概要を紹

介します。 

○ 飼料米の生産状況 

今回飼料米として利用する品種は、飼料用米品種「モミロマン」と主食用品種「ゆめ

まつり」の２品種です。水稲農家での栽培結果は、「モミロマン」は、籾粒が大きいとい

った飼料用米品種の特徴がみられましたが、収量は目標値(800kg/10a)をやや下回りまし

た。たんぱく質含量も目標値(8.5%)よりも少ない結果になりました。一方「ゆめまつり」

は、収量、たんぱく質含量も目標値を確保することができました。 

○ 飼料米配合飼料の製造 

飼料米は、配合飼料の 50％を占めるトウモロコシの 10％を代替として利用することと

し、ＭＥ(代謝エネルギー) 2.75Mcal/kg、ＣＰ(たんぱく質)16.6％の配合飼料（トウモ

ロコシ 40％＋飼料米 10％）を製造し、採卵鶏に２週間給餌する試験を行いました。 

その結果、心配された飼料摂取量の落ち込みもなく、鶏の嗜好性、産卵には問題があ

りませんでした。 

またゆで卵による食味調査でも、従来配合飼料の卵と有意な差はありませんでした。 

 

○今後の展開 

今回、飼料の自給率向上を目指す養鶏農家では、飼料費を３円/kg 低減することがで

きました。稲作農家では、飼料用米品種よりも主食用品種を飼料米として生産する方が

栽培管理はしやすいという意見が聞かれました。 

飼料米の安定的需要があれば、稲作農家も生産を継続できる可能性があると考えられ

ます。 



 

                                    東京事務所農産物流通対策グループ 

第６０回関東東海花の展覧会が開催されました 

日本で最も歴史がある花の品評会「関東東海花の展覧会」が、２月 11 日（金）から 13

日（日）までサンシャインシティ文化会館（豊島区池袋）で開催されました。 

この展覧会は、花に対する理解を深め、一層

の消費拡大を図ることを目的として、関東、東

海地区の１都 11県（東京、神奈川、埼玉、千葉、

静岡、愛知、茨城、群馬、栃木、岐阜、三重、

山梨）が毎年開催しています。東京事務所では、

首都圏における花き消費振興の観点から本展覧

会の運営業務に協力しています。 

11 日には、オープニングセレモニーが行わ

れ、今年の当番県である埼玉県の上田知事のあ

いさつ、テープカットに続いて皇室（常陸宮妃殿下、高円宮妃殿下）の御観覧をいただき、

その後一般に公開されました。 

前日（10日）に行われた品評会では、カーネーション、キク、バラ、一般切り花、一般

鉢物、花苗、観葉植物、球根切花、洋ランの９部門で、花型、草姿のバランス、病害虫や

色の出方などの品質に加えて、市場性（商品性等）が審査され、入賞出品が決定されまし

た。 

今回の総出品点数は 1,935 点で、優れた品質を有す

る 581 点が入賞しました。 

本県からは 200 点が出品され、９点が金賞を受賞し、

そのうち２点が農林水産大臣賞を受賞しました。他に

は銀賞 24点、銅賞 38点の入賞がありました。 

キク部門で農林水産大臣賞を受賞した碧南市の斉藤

氏の一輪ギク「神馬」は、「ボリュームがあり、上位

葉、下位葉の大きさが揃い、花とのバランスが優れて

いる。花の揃いも良い」という点が評価されました。  

東 日 本 情 報 

入場者で賑わう会場 

輪ギク（神馬） 



 

カーネーション部門で農林水産大臣賞を受賞した幡

豆郡一色町の鳥居氏のスプレーカーネーション「シル

エット」は、「花弁は丸く鮮明なライトピンクの花色

が素晴らしい。花付き、揃いとも良好でバランスが整

っている」という点が評価されました。 

展覧会では、これらの品評会への出品物の展示に加

えて、埼玉県による特別展示や、各県の展示も行われ

ました。また、フラワーデザインコンテスト、フラワ

ーアレンジメント、卓上ミニ盆栽及び花育に関する教

室イベントなども催されました。 

本県は、キクのブルームマムを主体としたフラワー

アレンジや、農業総合試験場育成のカーネーション、

県内の生産者が育成した鉢物類等の展示を行いまし

た。 

展覧会の開催期間中は降雪で寒い日もあ

りましたが、非常に多くの見物客が訪れま

した。客の中には、熱心に写真を撮ったり、

花談義を楽しむ光景が随所で見られ、関心

の高さが窺われました。 

特に質の高い様々な種類の切り花や鉢花

をみることができることから、毎年この展

覧会を楽しみにしている客も多くみられま

す。 

 

生産者にとっても、産地や生産者名が記された出品票がつけられており、生産者の実力

をアピールする絶好の機会でもあることから、出品意欲が高く、入賞は生産の励みとなっ

ています。 

ＳＰカーネーション 

愛知県の展示コーナー 



                                                 食 育 推 進 課 

平成２２年度 第２回卸売市場活性化実務講座について 

  卸売市場のせり人に対して、生鮮食料品等の流通等に関する幅広い知識を習得

してもらうため、平成２３年２月３日（木）に卸売市場活性化実務講座を愛知県

三の丸庁舎で開催しました。当日は、岐阜大学応用生物科学部准教授の中野浩平

氏を講師に｢青果物の品質管理とブランド化｣と題する講演をしていただきました

ので、その内容を紹介します。 

１  産官学連携による地域ブランド野菜の育成 

  (1) 岐阜大学が開発した野菜「仙寿菜」の生産 

新たな地域の特産物を求めていた美

濃市及び市内の生産者と岐阜大学が、

産官学連携でブランド化の取組みを行

うこととなった。その取組の中で熱帯

原産のアマランサスを品種改良し、赤

色色素を増強、活性酸素吸収能力を強

化した。この品種を大学が「仙寿菜（せ

んじゅな）」として商標登録し、大学の

栽培指導の下、美濃市で生産すること

となった。 

  (2) 販売促進の取組み 

・鮮度保持のためのパッケージの活用と「仙寿菜」の色を生かしたデザイン、

岐阜大のマーク貼付 

・仙寿菜の色を生かした調理方法の紹介と地域の旅館・レストランでのレシ

ピの開発（他の地元産品とのコラボレーション） 

・ＱＲコードを活用した生産工程の開示（こだわりスーパーでの販路確保） 

(3) ブランド化成功の黄金則 

・地域独自の歴史やイメージ、固有の気象条件を活用 

・品質管理や品質を保証する名称やマークの管理 

・優れたマーケティング戦略 

 

２  青果物の低温管理の重要性 

  (1) エダマメの糖含量の変化 

    ・エダマメの流通過程 

集荷→予冷庫(５℃)→包装･梱包→保管(５℃)→荷積み→冷蔵輸送 

→卸売市場(常温管理) 

西 日 本 情 報 

講演する中野氏 



以上のような流通過程の場合、包装･梱包と荷積みで一旦温度が上昇し、卸

売市場でも温度が上昇する。 

・エダマメの糖含量と積算温度の関係 

糖含量は積算温度に反比例している。集荷時の糖含量を 100％とした場合、

卸売市場での販売時は 69％まで低下するが、卸売市場で５℃に低温管理した

場合は 82％となる。 

(2) 青果物はアイスクリーム 

青果物は収穫後も呼吸をするため、時間の経過とともに鮮度が落ちていく。

温度が上がると呼吸速度も増加するため、低温管理が重要となるので、青果

物はアイスクリームと同様の管理が必要である。 

また、振動や衝撃によっても呼吸速度が増加するので、商品の取扱いにも

十分気をつけることが大切である。 

 

３  野菜鮮度測定法の開発   

細胞膜の過酸化度を測ること

により、野菜の鮮度を判定する

研究を行った。 

脂質過酸化率と積算温度につ

いては、 右の図のような相関が

あることから、脂質過酸化率を

測定することにより、積算温度

を推定することができる。 

また、積算温度が高いほど鮮

度が落ちることはこれまでの研

究で明らかになっているため、

脂質過酸化率から鮮度を判定す

ることが可能となる。 

 

  ４  まとめ 

    (1) 流通関係者に期待すること 

      ・科学的根拠に裏打ちされた品質管理の徹底 

      ・情報の流通（こだわり商品や農家の思い等を情報発信してほしい） 

(2) ひとは食品を舌ではなく、脳で味わう。 

  ・自然・風土のストーリ－ 

  ・食と農のコミュニケーシュン 

  ・栄養機能性 

  ・採れたて・新鮮・安全 

  ・美味しいとする科学的根拠 



 

株式会社フラワーオークションジャパン 

営業本部 部長 平田 隆明 

これから花き業界に携わる人へ 

私が花の業界に携わって、はや３０年が経とうとしています。その間、花をつくれば何

でも売れた時代が何度も到来しました。 

昭和の終わりから平成の初めに起こったバブル景気の時期には、花の価格は頂点を迎え

て業界はわが世の春を謳歌し、その後はガーデニングブームが起こって、世間が不景気の

どん底であえぐなか、花業界だけは新しいブームを起こすことで生産量を増やしていきま

した。 

ブームの終焉と同時に、花の単価は下がり始め、世間が「いざなぎ景気以上の好景気」

を謳歌していると言われた時期でさえ、個人消費は縮小を続け、花は単価を落とし続けま

した。「花は高いもの」というイメージも壊れ始め、私たちは単価を維持する術を、いまだ

に模索し続けているのが現状です。また切花では、輸入量がますます増加して、国内産地

にとって大きな脅威となっています。 

現在、国内の花需要を高めるため、農林水産省をはじめ各団体がバレンタインに男性か

ら花を贈ることを勧めた「本物のバレンタイン」という新しい取り組みも始まっています。

しかし、日本の生活環境は欧米との違いがあまりに大きいため、すぐに効果が現れるわけ

ではありません。継続して行うことで初めて結果につながる試みだと思います。 

 

  

これから花に携わる人たちの財産はバブル景気を知らないこと、過去の成功体験に縛ら

れないことです。変化する販売の流れにあわせ、ポジティブに対応していくことが、これ

からの花業界に携わる人材にとっては必要になります。 

花は必需品ではありません。だからこそ、これから花業界を担う人たちの工夫しだいで、

様々な販路ができてくると思います。ぜひ、前向きな姿勢を忘れずに頑張ってください。 

フラワーページ 

フラワーバレンタイン推進委員会 

http://flower-valentine.com/ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ふき）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 １７７ １６９ ２７０ ２６２ 岐阜 (２％)
(９６％) 徳島 （２％）

２３年見通し １８０ － ２７０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産がほとんどで、知多市、稲沢市、 景気の影響から外食等業務需要が低迷して
愛西市を中心に入荷。 おり、一般向け需要も、手間のかかる調理を
年明けの冷え込みはあったが日照は十分 避ける若い人を中心に減少が続いている。

あったことから生育は順調で、平年通りの 販売では、試食で美味しさをアピールした
入荷を見込む。 り、調理法を普及するなど消費者の関心を高
入荷量は前年をわずかに下回り、価格は める取組みが必要となる。

前年をやや上回る見込み。 春先の気温上昇に伴い品質劣化が起こりや
すいため、適時出荷をお願いしたい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ふき）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ３３０ ３１５ ３１４ ３０８ 群馬 ( ３％)
(９６％) 静岡 （ ０％）

２３年見通し ３４０ － ３１０ － 注）静岡はノブキ

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

本県産の入荷が大部分を占める。２月上 本県産のふきは、春商材として、業務だけ
旬から促成ものに切り替わり３月は入荷が でなく量販店からの需要もある。調理済みの
本格化する。品質については問題ない。 惣菜を購入する消費者も多いが、家庭での調
２月の入荷は少なめで高値だったが、気 理方法のＰＲも重要となる。

温の上昇や天候安定で今後、量販店で春商 本県産促成ふきは柔らかくおいしいことか
材としての特売が増える見通し。群馬産は ら市場評価が高い。しかし高温期には傷みや
前年と同じように生育が若干遅れ気味。 とろけが出やすく市場評価を下げやすいので
入荷量は少なかった前年をやや上回り、 、出荷にあたっては切り口の処理など品質保

価格は前年をわずかに下回る見込み。 持には特に注意して欲しい。



名古屋・東京市場における青果物の３月の見通し

２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３７，４９１ 188 199 191 愛知 26%
１９年 ３７，８８５ 181 189 208 北海道 19%
２０年 ３４，９０３ 220 208 200 鹿児島 9%
２１年 ３５，１０８ 198 204 208 茨城 5%
２２年 ３５，１１１ 209 217 214

５ ヵ年平均 ３６，１００ － － －

２３年見通し ３３，５００ － － －

１８年 １，９６１ 106 109 116 千葉 32%
１９年 １，９１９ 55 73 114 静岡 22%
２０年 １，５０９ 102 85 84 徳島 12%
２１年 １，６９８ 74 76 92 神奈川 12%
２２年 １，７４１ 74 82 114

５ ヵ年平均 １，７６６ 82 85 105

２３年見通し １，７００ 95 95 95

１８年 ２，２７４ 121 139 148 愛知 59%
１９年 ２，６７７ 59 79 88 徳島 26%
２０年 ２，０８７ 160 170 177 鹿児島 13%
２１年 ２，４３２ 120 122 119 熊本 1%
２２年 ２，０９２ 84 98 104

５ ヵ年平均 ２，３１３ 107 120 125

２３年見通し ２，０００ 140 130 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９３
１９２
２０９
２０４
２１３

だ
　
い
　
こ
　
ん

１１０
７９
９１
８１
８９

９０

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０２

２２４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は地元愛知と土ものの北海道が中
心。葉もの、果菜を中心にとした低温によ
る生育遅れからは回復しつつある。土もの
は貯蔵品の計画入荷が続き、輸入量も増え
る見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は千葉、静岡中心の出荷となる。静
岡が終盤を迎え千葉へ産地がの移行する時
期だが、千葉の生育が遅れているため、入
荷量は一時的に減少する見込み。数年来単
価安が続き、作付面積は減少している。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１３６
７３

１６９
１２０
９６

１１７

　産地は愛知が中心で他に徳島、鹿児島。
愛知は上中旬にピークを迎えるが１、２割
少ない見込み。鹿児島は生育順調で上旬ま
で入荷、徳島は中旬以降出回り、７日程度
生育が遅れている。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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２月１８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １３１，８１６ 222 222 223 千葉 16%
１９年 １３１，０８５ 206 218 242 茨城 12%
２０年 １３０，２３８ 250 238 228 愛知 11%
２１年 １２８，２４５ 231 238 240 北海道 9%
２２年 １３０，６０７ 234 241 251 （愛知産比率 11%)

５ ヵ年平均 １３０，３９８ － － －

２３年見通し １３０，３００ － － －

１８年 １２，６９８ 115 94 101 神奈川 63%
１９年 １２，０５６ 52 56 101 千葉 34%
２０年 １２，１２３ 103 80 74 徳島 1%
２１年 １２，５１７ 73 64 76 0 0%
２２年 １２，６１７ 84 76 99 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２，４０２ 86 74 90

２３年見通し １２，６００ 90 80 85

１８年 ７，５０３ 141 153 145 千葉 58%
１９年 ８，５５４ 73 74 84 徳島 21%
２０年 ６，８３０ 189 189 188 埼玉 10%
２１年 ７，８６２ 143 130 127 茨城 6%
２２年 ８，０８６ 89 89 104 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ７，７６７ 124 124 127

２３年見通し ７，４００ 145 145 160

に
　
ん
　
じ
　
ん

１４６
７７

１８９
１３３
９４

１２５

　前月に続き千葉を中心とした関東産地か
らの入荷が多く、徳島からの入荷も始ま
る。千葉の生育は高温の影響が残り肥大の
バラツキが見られる。徳島の生育は順調で
増え始めるのは中旬となる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に引き続き関東産地からの入荷がほ
とんどを占める。神奈川の生育は２月の降
雨で回復しており、出荷量は平年並みの見
込み。千葉の生育は一部低温・乾燥の影響
が残っているが概ね順調である。
　入荷量は前年並み、価格も前年並みの見
込み。

　前月に続き関東産地からの入荷が中心
で、土物類は北海道からの入荷となる。
２月に入り降雨や気温上昇があり、各産地
とも生育遅れが回復傾向であるが貯蔵の土
物を中心に量が少ない。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに下回る見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２３２

２３５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ２，３５６ 70 75 72 兵庫 25%
１９年 ２，４１１ 61 79 90 愛知 24%
２０年 ２，０７４ 114 118 106 長崎 20%
２１年 ２，０９６ 92 106 111 熊本 14%
２２年 ２，２８１ 67 78 86

５ ヵ年平均 ２，２４３ 80 90 92

２３年見通し ２，０００ 90 100 110

１８年 ４，３４３ 61 68 63 愛知 96%
１９年 ４，０８８ 53 69 76 兵庫 2%
２０年 ３，９２８ 108 98 79 鹿児島 1%
２１年 ３，８６９ 77 83 93
２２年 ４，０３６ 86 78 86

５ ヵ年平均 ４，０５３ 77 79 79

２３年見通し ４，０００ 90 90 90

１８年 ５５６ 192 200 289 愛知 78%
１９年 ４２３ 234 469 404 茨城 7%
２０年 ５３２ 332 159 173 群馬 5%
２１年 ３７８ 272 371 410 徳島 4%
２２年 ３６３ 234 441 582

５ ヵ年平均 ４５０ 253 308 351

２３年見通し ３８０ 300 350 400

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知中心で、兵庫が若干ある。愛
知の春系は中旬から出回る見込み。低温と
干ばつの影響で小玉傾向であるため、入荷
量は少なく、高単価が見込まれる。気温の
上昇と降雨で入荷量は安定する見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知と長野、兵庫中心。愛知
は前年並みの出荷を見込む。長野は定植の
時期に干ばつがあったことから生育が遅れ
ている。兵庫の冷蔵物は、前年並みの入荷
量が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、単価は前
年を大幅に上回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１００

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知中心で不足を補う量が群
馬、徳島、福岡等から入る。冬系は終盤を
迎える。作付面積は前年並みだが、春系の
生育は低温の影響で遅れている。価格は中
下旬にかけて上がる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。
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（愛知産比率）

２１８
３４５
３８１

２９０

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

0

1200

2400

3600

4800

6000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月

数量
t

0

25

50

75

100

125

単価
円/Kg

0

1000

2000

3000

4000

5000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月

数量

t

0

25

50

75

100

125

150

175

単価
円/Kg

0

200

400

600

800

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月

数量

t

0

300

600

900

単価

円/Kg

375



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ８，２９４ 60 67 81 茨城 55%
１９年 ７，３３４ 36 73 80 兵庫 29%
２０年 ６，８９１ 103 114 121 群馬 11%
２１年 ７，５０９ 86 92 119 埼玉 2%
２２年 ８，６８６ 44 56 85 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ７，７４３ 65 79 96

２３年見通し ７，８００ 70 75 95

１８年 １６，３１８ 73 82 81 愛知 67%
１９年 １５，４６８ 64 82 92 千葉 16%
２０年 １５，２４４ 116 108 92 神奈川 14%
２１年 １５，７０２ 90 100 103 群馬 1%
２２年 １６，７５７ 96 92 104 （愛知産比率 67%)

５ ヵ年平均 １５，８９８ 88 93 94

２３年見通し １６，７００ 90 95 100

１８年 １，９８８ 208 282 336 茨城 29%
１９年 １，６１１ 344 507 461 群馬 25%
２０年 １，９１２ 322 260 283 埼玉 19%
２１年 １，４９８ 409 393 403 千葉 19%
２２年 １，６１９ 313 453 486 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，７２６ 313 370 387

２３年見通し １，６８０ 350 380 380

２８９
４０２
４０３

３５１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷がほとんどを占め
る。茨城、千葉、群馬ともに低温・干ばつ
の影響がほとんど無くなり順調である。埼
玉は低温、干ばつの影響が一部にあったが
３月には回復する見込み。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年をかなり下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

２７１
４２４

は
　
く
　
さ
　
い

６８
５８

１１１
９８
５９

７８

８０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

７９
７９

１０４
９８
９７

９１

９５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　前月に続き愛知と千葉、神奈川からの入
荷が中心となる。愛知の生育は２月の降雨
と気温上昇で順調である。神奈川は春キャ
ベツに切り替る時期で、生育は順調。千葉
も低温・干ばつの影響が残り一部が小玉傾
向。入荷量は前年並みで、価格も前年並み
の見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城が入荷の中心となり、兵庫、群馬が
それに続く。茨城は１月の低温・干ばつや
２月の降雪で傷みと遅れが散見される。兵
庫は年末からの低温・干ばつで小玉傾向で
ある。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ８５３ 289 257 261 愛知 34%
１９年 ９８１ 227 241 239 大分 14%
２０年 ８８９ 463 448 427 静岡 12%
２１年 ９６２ 303 277 269 鳥取 8%
２２年 ９０５ 329 364 333

５ ヵ年平均 ９１８ 320 316 304

２３年見通し ８５０ 350 350 350

１８年 ２，２０５ 169 151 143 兵庫 40%
１９年 １，７５５ 184 249 295 茨城 33%
２０年 １，８９７ 253 197 151 熊本 9%
２１年 １，６３２ 210 225 236 静岡 5%
２２年 １，７７２ 206 220 277

５ ヵ年平均 １，８５２ 203 205 215

２３年見通し １，８００ 200 220 250

１８年 １，４４２ 491 314 257 愛知 49%
１９年 １，６８７ 289 262 224 宮崎 18%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 高知 16%
２１年 １，３４９ 511 385 275 群馬 8%
２２年 １，２９８ 362 484 302

５ ヵ年平均 １，６１９ 339 319 266

２３年見通し １，３００ 350 320 300

品
目
名

４４６
２８３
３４４

３１４  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知の長ねぎと、大分、静岡、鳥
取の白ねぎ。大分、静岡の生育・出荷は順
調だが、鳥取は積雪のために入荷が少なく
不安定。愛知の長ねぎも量が少なく、不安
定な出荷となる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並みとなる見込み。
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２０６  前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫の淡路、茨城中心で、他に熊
本、静岡。上旬から茨城、中旬から静岡が
出回り、兵庫は春系に切り替わる時期。１
月の低温と干ばつで小玉傾向。気温が上昇
すれば下旬から入荷量増える見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知と、高知、宮崎、群馬中心。
愛知、高知は生育順調で入荷量増えるが、
宮崎は入荷量少ない見込み。ひな祭り需要
で上旬にかけて引合い強く堅調となる見込
み。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をかなり下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４，７２３ 271 216 210 千葉 42%
１９年 ４，９０４ 143 153 190 埼玉 30%
２０年 ４，３２０ 373 382 388 茨城 10%
２１年 ４，８２９ 215 160 170 中国 5%
２２年 ４，４３４ 317 329 301 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，６４２ 260 244 248

２３年見通し ４，５００ 290 270 280

１８年 ８，４７５ 157 144 134 茨城 40%
１９年 ７，１０６ 168 213 271 静岡 17%
２０年 ８，２３１ 235 178 132 香川 12%
２１年 ７，１６６ 202 211 210 兵庫 8%
２２年 ８，００９ 186 194 249 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ７，７９７ 190 186 196

２３年見通し ７，５００ 205 210 215

１８年 ６，０５２ 556 304 276 群馬 20%
１９年 ６，７１４ 285 277 237 埼玉 18%
２０年 ６，５３０ 282 274 265 千葉 18%
２１年 ５，８０６ 542 396 311 宮崎 15%
２２年 ５，７８０ 388 488 313 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，１７６ 405 344 279

２３年見通し ５，９００ 380 350 320

２３２
１６１

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３６２
２６５
２７３
３９８
３９２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心。群馬は天候
が安定すれば順調な出荷となる見込み。埼
玉は低温の影響でやや遅れ気味。千葉は概
ね順調な生育が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り価格は前
年をかなり下回る見込み。

３３４

 前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、香川に代わり、茨城からの入荷が
本格化してくる。茨城は低温・干ばつによ
る生育遅れが見られる地域もあるが気温上
昇とともに回復する見込み。静岡は生育順
調であるが、下旬には減少の見込み。
　全体の入荷量は前年をやや下回り、価格
は前年をわずかに上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１４５
２１４
１７９
２０８
２０７

１８９

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。千葉
の生育は気温の上昇とともに順調になる。
埼玉は低温・雪や降雨で品質が悪くなって
いたが気温上昇で回復の見込み。茨城の生
育は低温・干ばつで停滞ぎみ。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

３８１
１８３
３１７

２５１

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ７８１ 350 322 294 熊本 48%
１９年 ９５３ 296 286 291 愛知 47%
２０年 ８４５ 325 319 313 高知 2%
２１年 ６３８ 351 387 351 鹿児島 2%
２２年 ７１９ 312 339 337

５ ヵ年平均 ７８７ 325 326 314

２３年見通し ７５０ 320 320 320

１８年 １，１４３ 339 355 366 熊本 40%
１９年 １，１４２ 408 397 437 愛知 36%
２０年 １，１９１ 312 322 347 三重 13%
２１年 １，００７ 415 446 407 岐阜 8%
２２年 １，０２２ 349 396 423

５ ヵ年平均 １，１０１ 363 381 395

２３年見通し １，０５０ 300 350 400

１８年 ２２９ 740 668 637 熊本 52%
１９年 ２３５ 767 768 799 愛知 38%
２０年 ２４８ 673 704 668 和歌山 9%
２１年 ２２７ 821 925 694
２２年 ２９３ 695 715 679

５ ヵ年平均 ２４７ 736 753 695

２３年見通し ２８０ 750 700 650

な
　
　
　
　
す

３１８
２９２
３１８
３６０
３３０

３２１  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知の千両と熊本の長なす。育成
期の低温で生育は遅れ気味で出荷は減少傾
向、需要も停滞していたが、気温の上昇と
ともに需要も回復し、入荷量も増える見込
み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３５４
４１４
３２９
４１９
３８９

３７９  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、熊本、三重中心で、愛知、
熊本ともに低温の影響から回復しつつあ
り、生育は順調。日照が増えれば入荷量も
増加する見込みだが、入荷量や時期にばら
つきが出る見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６８０
７７９
６８０
７９１
６９５

７２３  前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、愛知中心。上旬までは、着
果数が少なく、着色も弱い見込みだが、中
旬頃から日照時間が長くなるとともに入荷
量も増える見込み。気温の上昇とともに需
要も安定する見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みとなる見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３，２６６ 388 374 357 高知 56%
１９年 ３，７６７ 364 337 320 福岡 17%
２０年 ３，２９９ 383 396 343 熊本 8%
２１年 ２，７１７ 425 440 400 佐賀 6%
２２年 ２，５９６ 367 421 417 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ３，１２９ 384 389 363

２３年見通し ２，６５０ 390 400 395

１８年 ５，７８４ 370 385 388 熊本 24%
１９年 ５，８５２ 440 414 476 栃木 21%
２０年 ６，０６５ 344 363 385 愛知 10%
２１年 ５，０５２ 473 493 473 茨城 9%
２２年 ５，４８７ 405 450 463 （愛知産比率 10%)

５ ヵ年平均 ５，６４８ 404 418 435

２３年見通し ５，５４０ 410 430 450

１８年 ９６７ 721 616 584 熊本 33%
１９年 ９５６ 763 741 744 愛知 24%
２０年 ９１８ 649 681 673 宮崎 13%
２１年 ９１０ 848 945 659 千葉 12%
２２年 １，０９２ 700 720 406 （愛知産比率 24%)

５ ヵ年平均 ９６９ 735 738 606

２３年見通し ９９０ 710 730 690

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

７１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き愛知、熊本からの入荷が中心
となる。２月は天候不順の影響から出荷量
が少なかった、その後天候も安定し熊本、
愛知、千葉などの主産地の生育は概ね順調
である。
　全体の入荷量は前年をかなり下回り、価
格は前年をやや上回る見込みである。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６３５
７５０
６６８
７８６
６９０

７０５

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に続き熊本、栃木、愛知からの入荷
が中心となる。熊本は一部で病気が散見さ
れるものの概ね順調。栃木は一部に空洞化
見られるが、作柄は平年並み。愛知の生育
は概ね順調。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をわずかに下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３８１
４４５
３６５
４７８
４４０

４２０

 前年及び本年の

３９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に引き続き西南暖地からの入荷が中
心となる。高知はこのまま日照が増え気温
上昇すれば順調な生育の見込み。福岡も天
候の安定とともに生育は順調になってい
る。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をわずかに下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

３７２
３３９
３７０
４１８
４０２

３７７

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４９２ 688 698 600 鹿児島 46%
１９年 ５８６ 588 562 480 宮崎 36%
２０年 ５９０ 542 479 426 高知 17%
２１年 ３７１ 782 846 788 茨城 1%
２２年 ３９８ 716 880 641 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４８７ 647 665 564

２３年見通し ４５０ 600 550 500

１８年 ４，３５０ 108 156 152 鹿児島 54%
１９年 ３，３４９ 135 142 152 北海道 44%
２０年 ３，７５３ 114 113 129 長崎 1%
２１年 ３，８１２ 127 143 126 0 0%
２２年 ３，４６７ 160 167 156 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，７４６ 128 144 143

２３年見通し ３，４００ 180 180 180

１８年 ５，３８７ 110 110 86 北海道 80%
１９年 ６，３２８ 89 88 86 静岡 11%
２０年 ５，５８７ 77 81 81 愛知 4%
２１年 ５，９６９ 83 78 86 アメリカ 3%
２２年 ６，３０９ 115 117 97

５ ヵ年平均 ５，９１６ 95 95 87

２３年見通し ５，５００ 130 130 130

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６５７
５３９
４９６
８０２
７４１

６２５  前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は西南暖地中心。宮崎は噴火の影響
が出る。重油代節減のためビニールハウス
の換気がしにくく、葉落ちも出ている。全
体では昨年、一昨年と高値が続いたが今年
は平年より安値で推移する見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３４
１４３
１１８
１３１
１６１

１３７  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道の貯蔵ものが終盤を迎え、
鹿児島の春もの中心に移行する。北海道の
残量は少ない見込み。長崎が若干。九州産
地は生育順調で、前年並みの入荷量を見こ
む。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をかなり上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１００
８８
８０
８３

１０９

９２  前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道の貯蔵ものと、新玉ねぎの
静岡、愛知が中心。北海道の計画出荷が春
まで続くが２、３割少ない。静岡の入荷は
ピークを迎える。愛知は下旬から量が増え
る見込み。輸入ものも増えてくる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
かった前年を大幅に上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，６０８ 698 715 606 茨城 41%
１９年 ２，０３９ 583 576 472 宮崎 30%
２０年 １，９１６ 629 485 463 高知 16%
２１年 １，４６１ 847 852 755 鹿児島 12%
２２年 １，４５２ 719 873 609 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，６９５ 684 680 568

２３年見通し １，５００ 630 650 610

１８年 ８，０４０ 122 125 132 北海道 66%
１９年 ８，７５０ 114 118 127 鹿児島 31%
２０年 ９，９８８ 101 103 102 長崎 3%
２１年 ８，９８９ 116 130 124 0 0%
２２年 ８，４６４ 152 159 156 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，８４６ 120 126 127

２３年見通し ８，１００ 155 165 160

１８年 ９，８６１ 111 112 110 北海道 64%
１９年 １１，６７９ 104 101 100 静岡 14%
２０年 １０，９４０ 92 96 98 米国 5%
２１年 １１，０５９ 92 98 105 長崎 4%
２２年 ９，８１８ 144 142 141 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １０，６７１ 108 109 110

２３年見通し ９，７００ 155 150 145

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心で、静岡からの
入荷が増加してくる。北海道は計画出荷の
終盤に近づいているが、出荷量は不作で少
ない見込み。静岡は適度な降雨と気温上昇
で生育順調である。
　入荷量は少なかった前年をやや下回り、
価格は前年をやや上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１１１
１０２
９５
９９

１４２

１０９

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は計画出荷の終盤であるが、少なかった昨
年よりさらに入荷量は少ない。鹿児島は遅
れていた離島の出荷も加わり、やや小玉で
あるが昨年を上回る見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２６
１２０
１０２
１２３
１５６

１２５

 前年及び本年の

６３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　西南暖地からの入荷に加え、茨城からの
入荷が増える。茨城は害虫が散見されるも
のの生育は順調。宮崎、高知は天候の安定
に伴い、順調な生育となっている。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。
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ン
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４，７４２ 297 302 277 フィリピン 21%
１９年 １１，６２７ 385 366 366 青森 17%
２０年 １１，２１９ 315 316 333 愛媛 15%
２１年 １０，７３５ 322 318 321 愛知 9%
２２年 １０，４０１ 312 317 330

５ ヵ年平均 １１，７４５ － － －

２３年見通し １０，０００ － － －

１８年 ５，２４０ 182 184 201 愛媛 31%
１９年 ４，２５９ 268 278 290 アメリカ 13%
２０年 ４，６３４ 191 185 193 和歌山 12%
２１年 ３，９１９ 219 227 233 熊本 10%
２２年 ４，２７６ 189 203 221

５ ヵ年平均 ４，４６５ － － －

２３年見通し ４，０００ 250 250 250

１８年 １，８４５ 1,060 885 796 愛知 59%
１９年 １，７４５ 1,149 912 757 熊本 21%
２０年 １，６８６ 876 840 841 鹿児島 10%
２１年 １，３９３ 1,036 1,034 770 三重 5%
２２年 １，２８３ 951 1,037 910

５ ヵ年平均 １，５９１ － － －

２３年見通し １，３００ 950 1,000 900

 前年及び本年の

９５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知中心で、他に熊本、鹿児島。
愛知は上中旬に３番果のピークを迎える
が、量は少ない見込み。品質は良く、気温
の上昇に伴い入荷量は増える見込み。
　入荷量は前年並みで、価格も安かった前
年並みとなる見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

９０１
９２９
８５２
９２１
９６５

９１１

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛媛、熊本、静岡、徳島中心。み
かんは貯蔵もの中心で、裏年と夏場の高温
から量は少ない。いよかんの入荷量は平年
より１割以上減少、しらぬいは量増える見
込みで高単価が続く。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

か
　
ん
　
き
　
つ

１８７
２７６
１８８
２２３
２０１

２１３

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春の天候不順による花落ち・着果不良
と、梅雨明け後の高温の影響で、果樹を中
心に入荷は少なくなる見込み。中心となる
かんきつも裏年で前年の１割減と数量不
足。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２９１
３７３
３２１
３２０
３１９

３２３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４１，５９４ 353 398 399 愛媛 20%
１９年 ３７，０４５ 436 412 410 青森 18%
２０年 ３８，９４５ 343 349 356 フィリピン 12%
２１年 ３８，５４０ 351 349 347 熊本 7%
２２年 ３９，３７３ 315 329 333 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ３９，０９９ － － －

２３年見通し ３６，０００ － － －

１８年 ６，７６０ 232 238 237 青森 98%
１９年 ７，６９６ 256 263 268 長野 1%
２０年 ６，７０５ 257 261 257 秋田 0%
２１年 ７，９０７ 210 218 219 山形 0%
２２年 ７，２３０ 234 240 238 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ７，２６０ 237 244 244

２３年見通し ７，３００ 220 225 230

１８年 ６，７６０ 1,141 987 872 栃木 31%
１９年 ６，５０３ 1,207 987 810 福岡 17%
２０年 ６，２６９ 937 913 918 佐賀 15%
２１年 ５，３６８ 1,189 1,071 866 茨城 12%
２２年 ４，６９６ 1,018 1,150 918 （愛知産比率 4%)

５ ヵ年平均 ５，９１９ 1,101 1,012 874

２３年見通し ４，８００ 1,050 1,000 950

 前年及び本年の

１，０００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木中心に福岡、佐賀から入荷する。栃
木の３番果は３月中旬以降、出荷量が増え
る見込み。福岡は遅れていた２番果が２月
下旬に増加し、３番果は３月中旬以降増加
する。佐賀もやや遅れ、３月中旬以降増加
する見通し。入荷量は前年をわずかに上回
り、価格は前年をわずかに下回るものと見
込まれる。

い
　
ち
　
ご

９８４
９８８
９２３

１，０１５
１，０２４

９８４

 前年及び本年の

２２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

  青森から「ふじ」の貯蔵もの中心に入荷
する。産地在庫は前年よりやや多い。果皮
の着色程度は前年よりやや落ちるが、大玉
傾向で食味も良好である。一方で、販売環
境は厳しい状況にある。
　入荷量は前年並みで、価格は前年やや下
回る見込み。

り
　
　
ん
　
　
ご

２３６
２６２
２５８
２１６
２３８

２４２

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　りんご、中晩柑、いちご中心に入荷す
る。みかん類は終盤となる。中晩柑の「不
知火」「いよかん」は低温障害の影響で小
玉傾向で入荷量は少ない見通し。
　総入荷量は前年をかなり下回り、価格は
前年を大幅に上回ると見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

３４９
４２０
３４９
３４９
３２６

３５８  前年及び本年の

４００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　３　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　２月２３日現在）

１８年 ３，７３６ ６４
実 １９年 ３，４８５ ６１

２０年 ３，３５８ ６１
績 ２１年 ３，０２４ ６３

２２年 ３，０２３ ６３

３，３２５ ６２

３，１５０ ６０

概
　
要

１８年 ３，２７３ ３１
実 １９年 ２，８８０ ３８

２０年 ２，７７２ ３４
績 ２１年 ２，７４２ ３５

２２年 ２，６６９ ３４

２，８６７ ３４

２，７００ ３５

概
　
要

１８年 １，７０７ ４５
実 １９年 １，４８５ ５４

２０年 １，６４２ ４０
績 ２１年 １，４６２ ４７

２２年 １，３４８ ４７

１，５２９ ４６

１，４５０ ４６

概
　
要

１８年 ３７５ ６８
実 １９年 ２８０ ９１

２０年 ３５７ ６３
績 ２１年 ３０９ ６７

２２年 ２７５ ７４

３１９ ７２

３００ ７０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重、沖縄を中心に入荷。主力の愛知では天候が安定していることから順調に推
移しているが、低温により生育が３日ほど遅れている。沖縄も低温で７日程度の遅れがで
ているため、、色ものについては入荷が不安定になると思われる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、和歌山を中心に入荷。前月は低温の影響で入荷量が減少したが、気温の上昇とと
もに徐々に抑制ものが入り入荷量は増加する。卒業式、彼岸等需要により堅調な動きが期
待される。

５ヶ年平均

沖縄を中心に入荷。沖縄は平年にない低温が続き不安定な入荷が続いたが、前月から気温
も回復し彼岸需要までには入荷は持ち直す見込み。色によって量は偏り、特に赤は少なめ
で推移する見込み。

５ヶ年平均

２３年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２３年見通し

高知、和歌山、熊本から入荷。各産地とも順調な入荷が予想される。前月までは行事等が
少なく業務中心の重要だったが、今月は一般需要も増えるため、上位・下位等級とも荷動
きは良くなり引き合い強く、堅調に推移する見込み。

単位：千本、円／本
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１８年 ４５８ １８４
実 １９年 ３９１ ２１２

２０年 ４３７ １８２
績 ２１年 ３８６ １８８

２２年 ３２２ ２１２

３９９ １９４

４００ １９０

概
　
要

１８年 ５３０ ７４
実 １９年 ４８７ ８１

２０年 ４０９ ９４
績 ２１年 ３８５ ８９

２２年 ３１１ １１１

４２４ ８８

４００ ８５

概
　
要

１８年 ９９３ ９４
実 １９年 １，０３５ ８９

２０年 ９０９ ９７
績 ２１年 １，００７ ９４

２２年 ９３７ １０８

９７６ ９６

９８０ ９４

概
　
要

１８年 １，９６７ ４３
実 １９年 １，８４０ ４５

２０年 １，７４７ ４４
績 ２１年 １，５２９ ４６

２２年 １，５４３ ４６

１，７２５ ４５

１，５５０ ４４

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２３年見通し

　高知、愛知、岐阜、静岡、埼玉等から入荷。てっぽうは作付けが減少しており、彼岸需
要の引き合いも強く価格も安定。ＬＡ、すかしゆり、オリエンタル系は彼岸頃に出荷が集
中する見込み。彼岸、卒業、歓送等行事も多く、堅調な動きが予想される。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２３年見通し

愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に入荷。前月前半から低温の影響から回復して上旬はや
や多めの入荷量となるが、卒業式、歓送迎会等一般需要が増加することから、堅調な動き
が予想される。

２３年見通し

長野、静岡を中心に入荷。中心となるのは促成もののサクラ、コデマリ。中旬からは彼岸
需要でシキミ、サカキ、チラサキが、下旬には卒業式向けにボタン、レンギョ、サクラが
入荷され、需要に合った花材の引き合いが強くなる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　徳島、愛知、高知及び輸入物が入荷。カトレアの入荷量は減少し価格も堅調となるが、
コチョウランは季咲きの時期で入荷量は増加し、低調な展開が予想される。シンピジウム
も気温の上昇に伴い減少傾向。デンファレ、オンシジウムは前年並みで推移する見込み。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　２月７日現在）

１８年 １８，５４１ ５５３

実 １９年 １６，２７５ ４８９

２０年 １３，７８９ ５５１

績 ２１年 １０，３７８ ５８０

２２年 ８，５７１ ４６５

１３，５１１ ５３０

７，０００ ４５０

概
　
要

１８年 ４１，２１２ ３，００９

実 １９年 ３８，９０８ ３，２８３

２０年 ４１，０４３ ２，９０２

績 ２１年 ３４，２４７ ３，１５５

２２年 ３７，０９８ ３，０１１

３８，５０２ ３，０６８

３８，０００ ３，０００

概
　
要

１８年 １００，２９６ ２１６

実 １９年 ９０，６９５ ２２１

２０年 ９７，８５６ ２２７

績 ２１年 ９５，０１７ ２１７

２２年 ９８，１６５ ２４４

９６，４０６ ２２５

９８，０００ ２２０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

  入荷量は増加か。この月は卒業式等のイベントがあるので大輪、中輪系ともイベント
シーズン用の商品構成となりそう。単価は厳しそう。
　昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（６０％）、２位静岡
（１０％）、３位宮崎（６％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

  入荷量は昨年並みか。大輪品種は多くの種類がリリースされるので期待大。反面ミニバ
ラ系（３．５号鉢）は、かなり厳しそう。
　昨年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（４７％）、２位愛知
（４５％）、３位三重（４％）となっている。

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
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  昨年同様、生産量の減少に伴い入荷量も減少か。５号鉢を中心に中旬以降から入荷増と
なりそう。単価は厳しそう。
  昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（５８％）、２位長野
（１５％）、３位三重（１３％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し
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１８年 １０８，６８４ ２４３

実 １９年 ９５，１５９ ２３１

２０年 １０９，６７９ １８８

績 ２１年 ７６，７２１ ２１７

２２年 ９５，４１２ ２２２

９７，１３１ ２２０

７６，０００ ２２０

概
　
要

１８年 １３３，９５４ １１７

実 １９年 １２４，５２９ １３４

２０年 １２４，０２１ １１８

績 ２１年 １００，１４８ １２３

２２年 ８４，４５５ １４１

１１３，４２１ １２６

９０，０００ １３０

概
　
要

１８年 ６９，４７５ ７１０

実 １９年 ６０，３９５ ７６３

２０年 ６４，１４４ ６６３

績 ２１年 ４７，２８７ ７１１

２２年 ４５，９２８ ７０７

５７，４４６ ７１０

４７，０００ ７００

概
　
要

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

  入荷量は増加か。各メーカーのパテント品種が増加傾向にあるので、品種は豊富か。こ
の時期は４号鉢が好まれるので、この鉢サイズを中心とした構成となりそう。単価は厳し
そう。
　昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（２４％）、２位静岡
（１７％）、３位岐阜（１５％）となっている。

２３年見通し

  入荷量は減少か。この月は卒業式等のイベントがあるのでかなりの需要が期待される。
今年は５号鉢より、４号鉢の引き合いが強くなることが予想され、４号鉢は品薄状態か.
　昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（３３％）、２位埼玉
（１７％）、３位奈良（１７％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格

２３年見通し

  入荷量は増加か。昨年の猛暑の影響で、バブル（茎）の節間が短くなり、逆に花が綺麗
に見える様な感じである。単価は厳しそう。
　昨年３月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（６５％）、２位岡山
（１０％）、３位高知（７％）となっている。
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 95,172 170.8 7,918,107 145.4 83 80.3 756,742 137 75,401,923 131 100 95.6

トマト 190 96.2 65,720 105.0 346 122.8 2,971 127 1,041,823 164 351 128.9

たまねぎ 45,384 218.6 2,006,088 252.6 44 119.5 339,477 164 14,394,665 183 42 111.7

にんにく 1,499 91.6 344,949 138.7 230 235.9 18,557 94 3,564,613 172 192 183.9

ねぎ 5,594 176.5 557,360 188.0 100 122.3 50,188 154 4,807,477 147 96 95.2

ブロッコリー 893 97.8 166,610 107.4 187 112.9 35,683 121 6,022,437 125 169 103.7

結球キャベツ 4,264 2212.7 157,752 2106.2 37 120.0 23,368 179 860,199 183 37 102.3

にんじん・かぶ 5,991 309.8 296,426 437.2 49 140.4 65,187 156 2,800,325 132 43 84.8

ごぼう 3,959 123.4 336,023 225.2 85 213.8 36,866 101 2,270,122 142 62 141.0

えんどう 277 114.8 109,758 170.8 396 176.1 1,984 181 582,450 238 294 131.7

アスパラガス 998 99.1 647,987 95.5 649 93.7 12,538 116 6,561,975 110 523 94.3

まつたけ 17 66.2 59,434 74.3 3,436 77.5 2,044 128 6,317,125 99 3,090 77.6

しいたけ 832 91.7 204,236 94.9 245 105.8 5,616 119 1,423,983 129 254 108.2

かぼちゃ 19,958 118.0 1,411,824 118.7 71 90.0 106,355 101 7,243,123 113 68 112.2

果実（生鮮・乾燥） 133,235 99.9 14,356,028 112.9 108 100.8 1,894,771 95 220,028,579 99 116 104.0

バナナ 78,410 90.8 4,159,679 89.1 53 79.2 1,109,068 89 73,873,816 80 67 90.4

パイナップル 14,413 109.3 780,548 107.0 54 96.4 142,577 99 8,869,337 98 62 99.2

レモン 5,749 218.2 840,563 250.7 146 118.5 52,594 102 6,839,930 115 130 112.4

オレンジ 1,587 56.1 172,544 60.6 109 96.6 109,940 116 11,011,835 120 100 102.9

グレープフルーツ 12,221 116.5 1,305,256 115.6 107 93.6 174,771 98 16,358,040 103 94 105.8

メロン 1,833 99.6 198,180 89.2 108 93.9 29,518 100 2,919,097 94 99 93.9

ぶどう 1,260 176.6 320,171 173.5 254 96.0 12,625 167 2,483,877 178 197 106.3

キウイ 294 - 80,805 - 275 110.1 62,963 108 21,044,942 107 334 99.5

いちご 64 272.0 56,204 244.9 875 82.7 3,258 109 2,666,262 100 818 92.1

切花（生鮮・乾燥） 5,562 121.6 3,876,943 121.2 697 93.3 44,145 114 32,391,500 114 734 99.9

鳥獣肉類 145,990 102.8 62,067,912 107.2 425 91.6 1,756,036 110 742,314,774 109 423 99.3

牛肉（くず肉含む） 46,007 107.6 18,378,470 113.9 399 96.4 500,345 104 200,654,432 108 401 103.6

豚肉（くず肉含む） 59,988 97.7 31,399,285 97.6 523 99.6 753,128 107 394,921,682 107 524 100.1

鶏肉 33,426 103.8 7,970,651 135.5 238 66.5 420,253 127 95,634,365 124 228 97.7

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 178,434 100.0 92,983,326 109.1 521 95.4 1,821,046 142 939,114,961 102 516 98.9

まぐろ類 19,726 98.9 15,365,861 97.0 779 92.9 218,410 104 164,606,829 90 754 87.2

さば・さんま・あじ・いわし 23,548 94.3 4,353,932 96.7 185 76.4 129,069 110 22,936,368 114 178 103.0

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 4,505 84.9 1,645,413 118.1 365 125.9 27,195 95 9,177,813 109 337 114.4

うんしゅうみかん 169 78.6 52,986 134.2 314 116.5 2,227 84 345,115 97 155 115.4

りんご 4,072 84.5 1,373,442 114.8 337 123.5 21,075 101 6,409,331 118 304 117.5

なし 47 254.3 24,807 254.0 529 109.4 702 42 358,083 53 510 126.5

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 395,153 110.9 - - - - 2,930,939 96 - -

緑茶 227 120.6 388,975 123.1 1,716 91.9 2,232 114 4,241,675 124 1,900 108.7

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

１ ２ 月 ま で の 累 計
品 名

１ ２ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１０年）
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全  国 平成17年＝100 
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 21年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

22年 8月 99.5 114.3 114.0 103.6 103.3 22年 8月 98.6 96.4 102.8 121.5 99.2

 9月 99.8 123.2 122.8 103.4 104.2 9月 106.3 93.0 129.3 119.3 100.6

10月 100.2 127.5 121.8 103.4 101.7 10月 103.3 89.8 128.6 114.0 100.0

11月 99.9 121.1 110.0 103.6 101.8 11月 110.2 87.7 139.2 154.8 99.5

全

 

国

 

12月 99.6 107.3 109.8 103.7 102.8 12月 100.8 87.3 108.0 141.0 104.0

21年平均 100.9 100.6 100.0 102.4 103.6   

22年 8月 99.6 109.7 111.3 98.8 99.0 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

 9月 99.7 116.7 114.8 100.7 102.1  

10月 99.8 118.7 109.9 100.2 97.0

11月 99.6 113.8 104.5 103.1 96.6
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12月 99.2 98.9 105.3 102.6 97.1

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 
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 ５kg １kg 100g 1kg 

21年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

22年 8月 1,937 168 194 745 496 377 183 442 218 473 592 139 - 

 9月 1,941 140 245 791 485 322 175 428 226 536 846 166 - 

10月 1,895 176 209 845 711 311 179 379 238 567 882 172 - 

11月 1,845 281 210 795 480 358 193 383 261 665 761 167 492 

12月 1,810 168 147 666 364 331 122 340 294 553 577 159 470 
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年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

21年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

22年 8月 - 284 381 - 219 721 569 157 186 289 209 724 409 

 9月 906 291 365 - 234 735 563 154 178 288 215 742 412 

10月 547 321 402 - 220 762 559 155 167 296 225 723 403 

11月 504 317 376 - 202 729 556 154 167 297 230 820 408 

12月 525 350 385 169 203 764 558 149 169 331 213 865 399 
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